説教要旨「キリストの復活のあと」
聖書：ヨハネ２０章１９－２３
20:19 その日、すなわち週の初めの日の夕方、弟子たちはユダヤ人を恐れて、自分たちのいる家の戸に鍵をかけていた。そこへ、イエスが来て真ん中に立ち、「あなたがたに平和があるように」と言われた。

20:20 そう言って、手とわき腹とをお見せになった。弟子たちは、主を見て喜んだ。

20:21 イエスは重ねて言われた。「あなたがたに平和があるように。父がわたしをお遣わしになったように、わたしもあなたがたを遣わす。」

20:22 そう言ってから、彼らに息を吹きかけて言われた。「聖霊を受けなさい。

20:23 だれの罪でも、あなたがたが赦せば、その罪は赦される。だれの罪でも、あなたがたが赦さなければ、赦されないまま残る。」

　冒頭の「その日」とは、キリストが復活された日、日曜日のことです。その日の夕方とありますが、キリストは朝よみがえられたのですが（２０章１）、その間に何が起きたかヨハネは記録していません。
ルカ２４章１３以下で、キリストはエマオ途上で二人の弟子たちに現れています。始め、二人はそれが復活したキリストであると気がつきませんでしたが、ついに、食事中に復活したキリストであると分かりました。この後、キリストは見えなくなりますが、二人の弟子はエルサレムに急いで戻ったと記されています（２４章３３）。エルサレムの弟子たちが集まっているところに行きますと、二人はみんなが「シモンに現れた」と言っているのを聞きます（２４章３４）。ここから、キリストはすでに３人の弟子や、マグダラのマリアに会われていたことが分かります。福音書に記されていないことがまだあったかもしれません。
　その日の夕方、弟子たちは「ユダヤ人を恐れて、家の中に閉じこもり、鍵もかけていた」とあります。ユダヤ人を何故恐れたのか。このユダヤ人はキリストを十字架にかけたユダヤ人のことで、彼らが弟子たちをも圧迫する可能性があって、その害が弟子たちに及ぶことを恐れたという意味にもとれますが、弟子たちの中にはキリストの復活を目撃した人もいます。その全員が単に恐怖をおぼえたとは思われません。キリストの復活のうわさはすでにエルサレムに広がりつつあったと思われます。エルサレム中に騒ぎが起こるかもしれません。あるいは、復活の後、もっと恐るべき事件が起きるかもしれないと不安と恐れを抱きつつ状況を見ていたかもしれません。
　弟子たちが集まっているところにキリストがその真ん中に立たれます。そして、ご自身の手とわき腹をお見せになります。そこには十字架にかけられたときについた傷があります。そのキリストは十字架で確かに死なれたのです。キリストが死んだことは確かですが、そのキリストが復活されたのです。キリストは自ら、ご自身が死からよみがえったことを積極的に弟子たちに示されています。キリストは死んでよみがえったのです。このようにキリストは復活の事実を隠そうとされません。一部の側近だけに密かに復活を明らかにされたのではありません。キリストは死んで、そして、よみがえったのです。これは事実です。キリスト自らこれを証言されます。
だから、これを見た弟子たちは喜んでいます。復活したキリストが目の前におられます。弟子たちはもう何ら疑う必要がありません。彼らは直接復活したキリストを見たのです。死んだはずのキリスト、否、確かに死んだキリストが彼らの前に現われ、生き返ったことをはっきり示されます。
キリストは「あなた方に平和があるように」と言われます。この言葉は２１節、２６節にも記されています。ヘブライ文学では二度同じことを語れば強調になります。それが三度になるとこれ以上確かなことはないという完全さを表わしています。このキリストの言葉は、ヘブライ語のシャーロームに相当しますが、それは挨拶の言葉で、せいぜい「こんにちは」という程度の意味しかありません。しかし、ここでは単なる挨拶の言葉ではありません。それ以上の深い意味があります。平和は特別な意味を持つようになります。先ず、この言葉を復活のキリストが語られました。復活したことを明らかに示すキリストがお語りになりました。復活したキリストの口から発せられた言葉であるゆえに、平和は他に類を見ない平和です。平和は、ただ争いがないというだけの平和ではありません。そんな平和は一時的な平和に過ぎません。人間が作り出す平和はそういう平和です。残念ながら私たちが経験する平和は力の調和、拮抗、妥協で成り立つ平和です。
キリストは二度目の平和の言葉を語られた後、弟子たちの派遣が語られます。このキリストの言葉は大いに注目させられます。キリストは復活を目撃した弟子たちを派遣されます。どこへ派遣されるのかといえば、地の果てまでです。キリストの弟子たちは地の果てまでキリストを証言するために派遣されます。そのとき、キリストは息を吹きかけて「聖霊を受けよ」と言われました。息はここでは聖霊であることが判明します。そして、私たちは直ちに創世記２章７を思い出します。
天地を創造された神は、人間に命の息を吹き入れられ、そのとき、人は生きたものとなります。単に土の塵で作られたというのではなく、人間は神から命の息を吹き込まれ、生きたものとなります。命の息は魂とも言うことができます。人間は単なる肉の塊などではありません。人間は神からの息によって人間として生きるようになったのです。ところが、私たちの始祖は神の言葉に従わず罪を犯します。その結果、人は死ぬべきものとなります。せっかく命の息を吹き入れられたものとなりましたのに、罪を犯したために、死ぬべきものとなってしまいます。ところがここでキリストは息を吹き入れられました。ということは、このキリストの行為は第一の天地創造に値する大きな神の働きと言っても過言ではありません。キリストがここでされていることは第一の天地創造に匹敵する壮大な神の働きに、弟子たちがあずかったことを表わしています。それは第二の創造と言ってもよいでしょう。
それが聖霊を受けることです。聖霊を受けて、私たちは新しい命を得たのです。聖霊が下るということはいわゆるペンテコステに起きたことです。しかし、それに先立って、キリストは教会に聖霊を下されています。その聖霊は私たちに内住されます。そして、私たちの心を変え、力を注がれます。私たちは新しく生きるようにされます。私たちが聖霊を与えられ、その結果、心を入れ換え、キリストに真実に従うようになります。このような私たちに起きる心の変化は単に私たち個人に起きる些細な働きではありません。むしろ、キリストによる働きは第二の創造と言ってもいいものです。私たちはその偉大さを認識できていません。しかし、聖霊を与えられたものは新しい人類です。
この人々も一度は死ななければなりません。けれども、新しい神の国に所属し、神の国が完成する時、その都に入ることができます。このように、私たちは全く新しい世界に所属するようになります。これこそ第１の創造に匹敵する、いな、それ以上に大きな神の創造のみ業です。
教会の伝道はこの神の働きにあずかることなのです。しばしば、伝道はキリスト教という宗教の拡大事業だと見られがちです。信者を獲得して教会を大きくするだけが目的の宣伝活動と見られることもります。実際、教会の伝道活動の実態は数字の上での自己拡大行動とみなされがちです。しかし、そうではありません。教会の伝道は、復活の証言を語り伝えることです。復活したキリストの弟子たちの証言を信じるものたちが、同じ時代の人々に、復活の事実と復活を信じるように、そうすれば、復活の恵みにあずかるという約束を語ることこそ伝道なのです。
そして、罪の許しを語るために派遣されるということが明らかになります。聖霊を受けたものは派遣されていきます。派遣されてその使命を達成するべく、聖霊を受けます。
派遣されて語ることは罪の赦しです。誰の罪でも、罪を許すならば、そこで罪は許されるという約束が語られています。この罪はどんな罪か明瞭に記されていません。一般的な罪を取り上げていると受け止めることができますが、また、その罪はキリストの弟子たちに対してなされる罪とも考えられます。私たちはしばしば、被害者となります。そのとき、相手側が罪を犯して私たちが被害者になることもあります。そのとき、弟子たちが加えられた罪に対して赦すことができるならば、その罪は赦されることになります。

私たちはなかなか簡単には、加えられた罪、それがとりわけ不当な場合、その罪を赦すことができないと思います。私たちは自分が被害者となった場合相手を許すことができません。なかなか赦すことができない、これは誰もが心に抱く思いです。このことだけは決して許せないという経験をすることがあります。そのままでは何年も恨み、憎み、我慢ができないのです。そういう私たちに、簡単に，罪を許せ、ということは不可能なことです。むしろ、私たちは復讐を欲します。何とかして報復したいと思います。けれども、ここではそのような復讐はだめだと宣言されます。
キリストが言われていることはほとんど実行できません。犯された罪を赦すことができないと思ってしまうものです。にもかかわらず罪を赦すことができるのでしょうか。人間的感情からすればそれはできないことなのです。しかし、私たちはキリストに罪赦されます。十字架はその罪のあがないのためにささげられた犠牲です。キリストは私たちの罪を両肩に背負い、引き受けられ、私たちに代わって支払いをされました。犯した罪は確実に赦されます。許されない罪はもうありません。
このことが分かれば、自分が罪を赦されながら、自分が被害者になった場合は決して加害者を赦さないということは全きキリストを裏切る行為となります。マタイ１８章２１－３５の比喩を思い起こすべきなのです。１万タラントの負債を許されながら、自分に対して１００デナリオンの負債がある者を許さない、というような不条理を神は決して認められません。私たちは自分がどれほど神に許されているかを認識した時のみ他者を許すことができます。
むろん、このことはやさしくありません。簡単に他人を許すことはできません。この罪の許しは個々人の間だけではありません。むろん、連れ合い同士、家族同士、近隣の人々同士において基本なのですが、国家、民族の場合もそうです。赦しということがなければ、平和は力が均衡していて手を下せない一時的な状況に留まります。そこでこそキリストにあって許しがあると語り続けることが教会固有の務めです。この赦しがないところでは罪は消滅することはありません。罪が残るところに人類の悲劇があります。（この項おわり）
